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条 幅 規 定 参 考 手 本　　 ― 9 月末日 締切―
 

〈 

隷　

 

書 

〉
（
こ
の
課
題
で
書
体
は
自
由
。
但
し
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

 

〈 

行　

 

書 

〉

吉　

田　

成　

美　

先
生
書

　

次
号
予
告
「
秋
色
入
林
紅
黯
淡　

日
光
穿
竹
翠
玲
瓏
」

□
落
日
煙え
ん

嵐ら
ん

紫し

翠す
い

を
呈て
い

し
、
清せ
い

秋し
ゅ
う

木ぼ
く

石せ
き

丹た
ん

青せ
い

を
寫う
つ

す
。（
劉
應
子
）

条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 9 月末日 締切―

井
之
上　

南　

岳　

先
生
書

　

夕
陽
が
山
々
を
照
ら
し
、
樹
木
は
美
し
い
絵
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。（
煙
嵐
は
煙
た
な
び
く
山
の
気
、
丹
青
は
彩
色
を
施
し
た
絵
画
）
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条幅随意・条幅随意（臨書）参考手本　　― 9 月末日 締切―

条
幅
随
意
（
臨
書
）（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
は
一
人
一
点
の
み
と
す
る
）

舟　

尾　

圭　

碩　

先
生
書

山　

本　

飛　

雲　
先
生
臨

□ 

い
つ
し
可か

登と　

越を

き
の
者は

む
介け

の　

か
多た

よ
り
に　

楚そ

ゝ
や
秋
と
そ　

か
勢せ

も
き
こ
遊ゆ

る　
　

≪
新
古
今
和
歌
集
二
八
六　

崇
徳
院
御
歌
≫

　

  

い
つ
し
か
と　

荻
の
葉
む
け
の　

片
よ
り
に　

そ
ゝ
や
秋
と
そ　

風
も
聞
ゆ
る

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

▽
顔
勤
礼
碑 

孫
紘
通
義
尉
沒
于
蠻
泉
朙
孝
義
有



4

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 9 月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

条 幅 随 意 参 考 手 本　　 ― 9 月末日 締切―

条
幅
随
意
（
半
折
1/2
縦・
の・
み・
） （
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

吉　

田　

成　

堂　
先
生
書

□ 

与
謝
野
鉄
幹
の
詩　
　

青
み
て
円
き
大
海
は　

虚
空
を
廻
る
広
大
な
鋼は
が
ねの

車
輪

≪
手
本
（
課
題
例
）
に
と
ら
わ
れ
ず
意
欲
的
な
作
品
を
期
待
し
ま
す
。≫　
　

 

半
折
作
品
は
各
課
目
ご
と
に
横
1/8
に
一
枚
ず
つ
た
た
ん
で
提
出
く
だ
さ
い
。

条
幅
随
意
（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
書
体
自
由
の
も
の
も
よ
い
。
但
、
こ
の
課
目
の
い
ず
れ
か
一
点
の
み
と
す
る
）

清　原　大　龍 先 生 書

条幅随意（半折1/2）漢字・詩文書の手本は、各月 
交互の掲載となります。

□ 

解か
い　

顔が
ん

　
　
　
「
開
顔
」
と
も
い
う
。

　
　
　

表
情
を
和
ら
げ
る
。
相そ

う

好こ
う

を
崩
し
て
喜
ぶ
。

 

京
都
の
事
件
、
ア
メ
リ
カ
の
銃
乱
射
な
ど
、

悲
惨
な
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

言
葉
の
よ
う
に
「
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
心
か

ら
大
笑
い
で
き
る
」
世
の
中
に
な
れ
ば
と
願

う
ば
か
り
で
す
。
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半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 9 月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
菊き

く

酒し
ゅ

不ふ

祥し
ょ
うを

除は
ら

う
（
風
土
記
）

　

菊
を
ひ
た
し
た
九
月
九
日
の
酒
は
、
す
べ
て
の
不
祥
を
払
い
去
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
木
葉
動
秋
聲
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 9 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

半 紙 規 定 参 考 手 本　　 ― 9 月末日 締切―

（この課題で書体は自由。但、この課目は一人一点とする）

□
菊き

く

酒し
ゅ

不ふ

祥し
ょ
うを

除は
ら

う
（
風
土
記
）

　

菊
を
ひ
た
し
た
九
月
九
日
の
酒
は
、
す
べ
て
の
不
祥
を
払
い
去
る
。

吉　田　成　美  先 生 書

次
号
予
告
「
木
葉
動
秋
聲
」
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　 ― 9 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書

半紙随意の漢字・詩文書の手本は、各月 交互の掲載となります .

≪
詩
文
書
≫　

み
の
る
ほ
ど
頭こ

う
べを
垂た

れ
る
稲
穂
か
な　
（
詠
人
し
ら
ず
）
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半 紙 随 意（ 臨 書 ）参 考 手 本　　 ― 9 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目は一人一点とする）

≪
臨　

書
≫　

多
墨
で
ゆ
っ
た
り
と
抑
揚
を
つ
け
、
豊
艶
な
線
に
心
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
孝
義
」

▽
顔
勤
礼
碑

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 9 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 臨
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半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 9 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

≪
仮　

名
≫　

い
つ
し
可か

と　

を
き
農の

者は

む
介け

の　

可か

多た

よ
り
二に　

そ
ゝ
や
あ
き
と
楚そ　

可か

勢せ

も
き
こ
ゆ
る

舟　尾　圭　碩  先 生 書

　

い
つ
し
か
と　

荻
の
葉
む
け
の　

片
よ
り
に　

そ
ゝ
や
秋
と
そ　

風
も
聞
ゆ
る



10

半 紙 随 意 参 考 手 本　　  ― 9 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目のいずれか一点のみとする）

半紙随意の実用書・手紙文の手本は、各月 交互の掲載となります

一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 9 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

秋　永　春　霞  先 生 書

≪
実
用
書
≫　
九
月　

初
秋　

新
涼
の
候　

菊
月　

萩　

秋
晴
れ
の
空　

鶏
頭

台
風　

い
わ
し
雲　

秋
草
に
日
本
の
四
季
の
美
し
さ
を
発
見
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ａ≫　   ― 9 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

≪
暮
ら
し
に
役
立
つ
書
≫　
　
　

小　畠　秋　聲  先 生 書

罫
の
あ
る
便
箋
に
書
い
て
み
よ
う
。
≪
26
㎝
×
18
㎝
≫　

紙
質
は
自
由
。

※ 本研究社にて「特選便箋」を発売しております。本誌裏面をご参照の上、ご利用ください。
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一 般 硬 筆 部 参 考 手 本 ≪Ｂ≫　 ― 9 月末日 締切―

（この課題以外の語句書体自由のものもよい。但、この課目Ａ・Ｂのいずれか一点のみとする）

吉　田　成　美  先 生 書
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一般の方も是非チャレンジしてください。坂元紫香　先生書

今月のかきかたドリル（形や注意する点に気をつけてゆっくり書こう�）
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（
こ
の
課
題
以
外
の
語
句
の
も
の
も
よ
い
。
但
し
、
そ
の
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
望
ま
し
い
。）

小 学 ４ 年 小 学 ３ 年 小 学 ２ 年 ようねん・小学１年

≪
条
幅
1/4=

四
尺
画
仙
紙
半
折
1/4
…
68
㎝
×
17
・
５
㎝
≫　

秋

永

春

霞  

先 

生 

書

中学 ２・３年 中 学 1 年 小 学 ６ 年 小 学 ５ 年

学 生 部 条 幅1/4  参 考 手 本   　  　― 9 月末日 締切―学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 9 月末日 締切―
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 9 月末日 締切―

よ
う
ね
ん
・
小
学
一
年

次
号
予
告
「
き　
　

く
」

□
〝
ト
メ
〟〝
ハ
ネ
〟〝
ハ
ラ
イ
〟
の
ち
が
い
に
気
を
つ
け
て
、
の
び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

坂　元　紫　香  先 生 書

小
学
二
年

□
「
ぼ
」
の
四
画か
く

目め

は
、
筆ふ
で

だ
け
を
ま
わ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
予
告
「
い
ね
か
り
」

小
学
三
年

次
号
予
告
「
水　
　

玉
」

□
平
仮
名
は
大
き
な
腕
の
動
き
で
、
懐
ふ
と
こ
ろを

広
く
し
、「
糸
」
は
点
画
の
組
み
立
て
方
を
考
え
て
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

小
学
四
年

□
〝
は
ら
い
〟
や
〝
は
ね
〟、
転
折
の
強
弱
を
意
識
し
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
白　
　

鳥
」
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学 生 毛 筆 部 規 定 参 考 手 本　　　　― 9 月末日 締切―

小
学
五
年

次
号
予
告
「
登　
　

山
」

□
「
実
」
は
三
本
の
横
画
の
長
さ
に
注
意
し
て
、「
秋
」も
左
右
の
払
い
を
伸
び
や
か
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

秋　永　春　霞  先 生 書

小
学
六
年

□
「
星
」
は
最
終
画
を
長
く
書
き
、「
夜
」
は
四
画
目
の
た
て
画
よ
り
最
終
画
の
右
払
い
を
短
か
め
に
。

　

次
号
予
告
「
創　
　

造
」

中
学
一
年

次
号
予
告
「
挑　
　

戦
」

□
筆
順
に
気
を
つ
け
、
行
書
の
特
徴
で
あ
る
点
画
の
連
続
を
意
識
し
て
、
流
れ
よ
く
伸
び
や
か
に
書
こ
う
。

吉　田　成　美  先 生 書

中
学
二
・
三
年

□
筆
圧
の
変
化
な
ど
行
書
の
筆
使
い
を
意
識
し
て
、
漢
字
と
仮
名
の
調
和
に
留
意
し
て
書
こ
う
。

次
号
予
告
「
荒
城
の
月
」（
行
書
）
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

9
月

末
日

締
切
―

はらうとめるとめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

ようねん（※ようねんの方は、小学一年の課題を書いてもよい。但、審査は従来通りです。）

したからはらう とめる

小学一年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

9
月

末
日

締
切
―

（ひる）

はねる　 はねる　とめる

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学二年

助言（じょげん）
上にはねるとめる

（れん）

右上にはらう

小学三年
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

9
月

末
日

締
切
―

てんのむきにちゅういする右から左へはらう

坂
　

元
　

紫
　

香
　

先
生

書
　

小学四年

　をおとさないように

（ふ）（てい）

はねる右上にはらう

小学五年

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
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学
生

硬
筆

部
規

定
参

考
手

本
　

　
　
―

9
月

末
日

締
切
―

とめる

遠眼鏡（とおめがね）

右上へはらう

小
　

畠
　

秋
　

聲
　

先
生

書
　

小学六年

中学


